
令和５年度 第１回東員町生活交通を考える会事項書 

 

日時：令和５年９月１５日  午後６時 

場所：東員町役場 西庁舎 ２０４会議室 

 

 

あいさつ 

 

 

１ 東員町のコミュニティバス（オレンジバス）について 

   ・【資料１】東員町のコミュニティバス（オレンジバス）について 

   ・【参考資料】東員町地域公共交通計画、東員町オレンジバス時刻表 

 

 

２ 生活交通を考える会で取り組む事業について 

 

（１）オレンジバスのルート・ダイヤの変更に伴うキャンペーン事業について 

 

  （２）公共交通ワークショップの内容やテーマについて 

   ・【資料２】令和２・４年度 東員町公共交通ワークショップについて 

 

 

３ わくわくフェスタでの出店について 

 

   ・【資料３】わくわくフェスタチラシ 

 

 



東員町のコミュニティバス（オレンジバス）について

令和５年９月１５日（金）

三重県東員町 政策課
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【資料１】



平成１７年から運行を開始

オレンジバスについて①
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５年間の実証運行（Ｈ１７～Ｈ２１）を経て、今年で１９年目を迎えました。

南北線２台、東部線１台の計３台で運行

南北線の２台は令和２年に、東部線の１台は令和３年に車両を更新し、車体の高さを
調整することができるなど、より利用しやすくなりました。

乗車運賃は大人（中学生以上）２００円、小人（小学生）１００円

令和３年４月から運賃改定をするとともに、高齢者の方の外出支援として
おでかけ元気パスの発行を開始しました。

オレンジバスのルート・ダイヤ改正

令和５年１０月１日から新しいルート・ダイヤで運行します。



オレンジバスについて②
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南北急行線（朝と夕に運行） 東部急行線（朝と夕に運行）

オレンジバスの運行形態

南北線（昼に運行） 東部線（昼に運行）

【おもな行き先】

城山・笹尾、東員駅、イオンモール東
員、長深、北勢中央公園口駅（三岐線）

【おもな行き先】

笹尾・城山、東員病院、穴太駅、中上

【おもな行き先】

東員駅、中部公園、イオンモール東員、
北勢中央公園口駅、南大社、長深、鳥
取（三和・稲部系統）、城山・笹尾・六把
野新田（城山・笹尾系統）

【おもな行き先】

笹尾・城山、東員病院、穴太駅、サン
シパーク、瀬古泉、イオンモール東員、
中上（中上系統）、山田（山田系統）



オレンジバスの乗車人員
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乗車人員

・平成２５年１１月 イオンモール東員オープン
・平成２６年１０月、平成２８年１０月 ルート・ダイヤ改正
・令和元年から年末年始（１２／３１～１／３）を運休に変更
・令和２～３年度 新型コロナウイルス感染症の流行
・令和３年４月 運賃改定（１００円→２００円）



オレンジバスの収支状況
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バス運行補助金…他市町の間を結ぶ幹線バスに接続する路線バス対する国の補助金
地方交付税…全国どこに住んでいても、一定水準のサービスが受けられるよう、国が地方自治体に代わって

税金を徴収し、その一部を地方自治体に分配するお金
一般財源…町の負担分

《支出》 （円）

オレンジバス
運行管理委託料

《収入》

 バス運賃収入

 バス運行補助金

 地方交付税

《不足分》

 一般財源 14,238,855

18.4%

60.2%

46,629,000

令和４年度　オレンジバス　収支状況

77,464,956

14.6%

11,330,101

6.8%

5,267,000



東員町地域公共交通計画
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東員町地域公共交通計画とは

令和３年度から令和７年度までの東員町の公共交通に関
する計画です。

『公共交通が暮らしを支えるまち』を基本理念として、持続
可能な地域交通ネットワークを構築し、鉄道・路線バス・コ
ミュニティバス・タクシーなどの交通体系全体で、町民をは
じめとする人々の移動の利便性を向上させることを目的に
策定しました。

東員町の公共交通の課題（８、９ページ）の解決に向け、
基本方針（１２、１３ページ）と実施事業（２０～２９ページ）を
定め、取り組んでいます。

生活交通を考える会では、主に

・事業3-1-1 オレンジバスの再編

・事業4-2-2 公共交通利用の促進する情報提供

・事業4-2-3 公共交通利用促進イベントの実施

に取り組んでいきます。



【資料２】 

 

令和２年度 東員町公共交通ワークショップについて 

１ 概要 

公共交通ワークショップ 

日 時：令和２年９月１２日（土） １４時３０分～１６時３０分 

場 所：保健福祉センター 

参加者：２４名（4グループ） 

 

【プログラム】 

・基調講演（四日市大学 岩崎恭典学長） 

・ワークショップ 

 

２ ワークショップのテーマ 

①町内の公共交通についてあるべき姿を考えよう 
   オレンジバスや北勢線の目指すべき姿や理想の状態について考える。 

 

 ②理想の状態を実現するために今ある課題や、その課題を解決するための方法について

考えよう 

   目指すべき姿と現在の状態を比較して見えてきた課題や、その解決方法を考える 

 

 ③運転免許返納施策、高齢者施策について考えよう 

   運転免許の返納につながる取り組みや、高齢者がより利用しやすくなる取り組みに

ついて考える 

  



 

 

令和４年度 東員町公共交通ワークショップについて 

１ 概要 

『公共交通でおでかけ！』を考えるワークショップ 

日 時：令和４年１１月６日（日） １４時３０分～１６時３０分 

場 所：東員町役場 西庁舎２０１～２０３会議室 

参加者：１2名＋ファシリテーター４人（4グループ） 

 

【プログラム】 

・基調講演（名城大学 理工学部 社会基盤デザイン工学科 松本幸正教授） 

・ワークショップ 

 

２ ワークショップのテーマ 

①移動手段について考えよう 
   普段よく利用する移動手段が使えなくなった場合の、普段よくおでかけする場所ま

での別の移動手段について考える。 

 

 ②目的づくりについて考えよう 

   公共交通を利用しておでかけしたくなる目的について考える。 

 



【資料３】




